
 
（６）理事・監事・評議員の改選 

役員は現退教職員を中心に選出され、その任期は理事・監事２年、評議員４年と定め
られています。今年度は、理事・監事の改選年度でした。また、評議員も人事異動等に
伴い退任を要する方もいたため、該当する団体の推薦や中学校ブロックの意向聴取に
基づき、理事会・評議員会にて審議されました。その結果は以下通りとなりましたので
紹介をさせて頂きます。なお、各中学校ブロックより選出頂いている評議員につきまし 

 ては、今年度は４年任期の４年目となりますので、次年度当初に改選となります。 
 

 

  理 事：棚澤恵子（理事長：百合台小）、青木良斗（第四中）、島野由香（平田小）、清原諭高（大洲中）、 

      池田淳一（市教委）、根本安尉（副理事長：幸小）、肥田木智子（常務理事：宮久保小）、新部操（第八中） 

      岩田茉利（須和田の丘）、阿部格（稲荷木小） 

  監 事：土橋弥生（大野小）、阿久津美紀（塩浜学園）、渡邉晴美（塩焼小） 

＊   は再任者 

＊理事・監事を推薦するのは、校長会３，教頭会３，市教委１，市教組２，退職校長会２、教職員（理事長）2です 

評議員：＜退任＞黒岩大二（委員校重複：鬼高小）、佐竹千尋（鶴指小→市教委）、榎本貴之（委員校重複：南行徳小→塩焼小） 

       ＜後任＞３名の補充無し⇒定款（規則）上、評議員は10～15名と定められており、 

退任者が所属する３つの中学校ブロックの意向が残年数１年のため不補充希望。 

 

 ＜会館職員＞：１階窓口の職員が替わりました  

  〇12月～渡辺（前任者：齋）、４月～加藤（前任者：藤田）となります。よろしくお願いいたします。 
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《 教育会館からのお知らせ                         

 

 

 

 《教育会館からのお知                          ♪ お知らせ ♪ 

 〇 教育視察（研修会参加）助成事業の申請を本年12月末まで受付けています。事後申請 

も可能です。詳しくは、校内掲示ポスター又は校長先生まで。（会館への直接問合せも可） 

                                      〇 下記備品の無料貸出も行っておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい。（再掲） 

  「落語の高座セット（緋毛氈、座布団、めくり台、CD）」、「 囲碁・将棋セット（各10セット以上）」 

                                          〇 新春落語（古今亭菊之丞師匠）を今年度も2/1に開催予定です。毎年、市民の方々は抽選とな 

                                            りますが、県費負担教職員の皆様は優先予約（無抽選）となります。各校へは、11月 

                                            下旬に案内文書（回覧・掲示）を発送予定です。興味のある方は是非お申込み下さい。 
 
                                      ～ ご 挨 拶 ～ 
                                            

☆ 理 事 長 棚澤 恵子；理事再任を受け、理事長としても継続再任となりました。 

大半の理事が改選により入れ替わる現状、そして教育会館運営の課題などを鑑み、引き続き 

重責をお受けした次第です。学校運営との両立には不安もあるものの、現場目線での運営に 

尽力してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇 事務局長 井 上 栄；着任４年目を迎えました。社会や学校の変化に対応すべく教育会館 

でも主催事業や規則等の見直しを行っております。学校や教職員皆様にもご協力頂くことが 

出てくるかと思いますが、役員の皆様とより良い運営に努めて参ります。 
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朝夕涼しさを感じることができるようになりました。先生方におかれましては、２学期の
盛りだくさんの行事対応で慌ただしい日々をお過ごしのことと思います。 
さて、本たよりは皆様に会館運営についてご報告する機会として年２回発行しておりま

す。会館運営に関することは、現退教職員を中心に選出された役員で議決しておりますが、
今年度はこれまでに、理事会２回、評議員会１回、監査１回が開催されましたので、今回は
そこで議決された内容等を中心に記載いたします。 
 

主な会議内容は、「前年度の事業及び会計の報告と今年度の同承認」、「今年度の主催事
業等の方向性」、「認定団体の審議」、「役員の承認」でした。会議録等は市内共有ホルダー
にてアップしております。 
なお、会計監査では監事の方々により全項目に渡る書類の突合等が行われ、適正執行の

確認が行われたことを本書面でも改めてご報告いたします。 
（１）前年度の決算報告・今年度の予算案（額はすべて約の概数、増減は前年比） 
    R５年度決算は承認されました。収支の主な差異がある項目は以下の通りです。 
  ・主たる歳入では、拠出金が＋60万円、会議室利用料が－2万円。 

・歳出は全体で-290万円であったが、これは修繕費-245万円、電気代-34万円が起因。 
・修繕費減は、R4年度の雹被害での修繕費が大きかったため。（すべて加入保険で対応） 
・電気代減も一時の高騰に落ち着きが見られたため。 

  ・予算案は大半が例年通りだが、エレベーター修繕と水道ポンプ修繕（修繕は前年度だが 
請求が今年度）により、1,900万円を計上した。＜エレベーター修繕執行は延期（後述）＞ 

（２）主催・共催事業（含 予定） 
  ・R5年度は教職員向け３事業と市民（児童生徒）向け３事業を開催。 
  ・今年度は新たに市民向け事業として「親子防災教室」を開催。（８／４） 
  ・教育視察助成は今年度も従前同様に研修会参加も対象とする。 
（３）認定団体の承認 
   現退教職員の本館利用は基本的に無料ですが、定期的な活動を行う団体において、 
   「外部者が含まれる」や「教育振興に大きく寄与」など一定の条件を満たす団体に 
   おいては、理事会の承認の下で無料利用が出来る団体を認定団体としています。 
  ・本年度の認定団体の申請は19件あり、個々の審査の結果で全団体が承認されました。 
  ・但し、より厳密な審査を行う目的から次年度に向けて要項の精査を今後行います。 
（４）職員給与の改定 
  ・派遣職員は「最低賃金基準」、事務局長は「現再任用教諭の改定」に準じた改定を行う。 
（５）エレベーター修繕 
  ・設置29年のエレベーターの安全確保や部品製造停止を受け、早期の修繕を要する。 
  ・現在、部品や人材確保でどの社も着手２年待ちの状況であり、予算案通りでなくなる。 
  ・複数社の見積の結果、現契約会社が一番安価なので、その会社を軸に業者決定する。 


